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No. 8

奥
畑
さ
ん
は
自
宅
横
の
約
十
�
の
畑
に
玉
ね
ぎ
・

に
ん
じ
ん
・
サ
ト
イ
モ
・
ね
ぎ
な
ど
様
々
な
野
菜
を

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
た
の
は
近
所
の
方
か
ら
も
ら
っ
た
野

菜
を
見
て
、「
自
分
で
も
こ
ん
な
風
に
作
れ
る
か
な
」

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

自
宅
横
の
畑
を
買
い
取
り
、
少
量
多
品
目
の
栽
培

を
始
め
て
四
十
年
。
現
在
は
週
に
一
回
の
無
人
市
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
日
に
収
穫
、
出
荷
の
準
備

を
行
い
、
翌
朝
七
時
過
ぎ
に
出
荷
す
る
そ
う
で
す
。

奥
畑
さ
ん
の
野
菜
は
「
き
れ
い
で
お
い
し
い
」
と

好
評
で
、
出
荷
す
る
と
毎
回
売
り
切
れ
の
人
気
商
品

で
す
。

「
一
日
一
回
は
絶
対
畑
に

行
く
」
と
話
す
奥
畑
さ
ん
は

日
に
日
に
成
長
す
る
野
菜
を

見
る
の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
、

よ
り
よ
い
野
菜
を
育
て
る
た

め
に
近
所
の
方
や
Ｊ
Ａ
の
指

導
員
に
積
極
的
に
質
問
し
て

い
ま
す
。

野
菜
の
栽
培
の
他
に
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
体
を
動
か
す
趣
味
を
お
持
ち
の
奥
畑
さ
ん
。「
毎
日
一

日
の
目
標
を
立
て
て
、
七
十
歳
ま
で
は
元
気
に
農
業
を
続
け
た

い
」
と
い
き
い
き
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新上五島町榊ノ浦
おくはた

奥畑イトエさん（６５）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
食
料
・
農
業
・
農
村

政
策
審
議
会
等
に
よ
っ
て
見
直
し
や
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
新
た

に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
に
向
け
、「
米
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
や
「
水
田
利
活
用
自
給

力
向
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
農
政
に
も
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
年
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
昨
年
十
月
、管
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
を
検
討

す
る
と
い
う
、
日
本
の
農
業
を
崩
壊
し
か
ね
な
い
方

向
へ
と
進
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
加
盟

し
た
場
合
、
農
業
関
連
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
四
・
一
兆
円
の

減
少
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
全
体
と
し
て
は
七
・
九
兆
円
も
の
損

失
、
さ
ら
に
は
農
業
の
多
面
的
機
能
も
減
少
す
る
た

め
、
環
境
面
で
も
三
・
七
兆
円
の
損
失
と
な
り
、
日

本
が
被
る
損
失
は
十
一
・
六
兆
円
と
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

我
々
は
消
費
者
に
安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
を

は
じ
め
、
国
土
保
全
や
安
全
保
障
を
危
機
に
お
と
し

い
れ
、
地
域
経
済
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
意

思
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
と
し
て

も
日
本
の
農
業
と
地
域
経
済
を
崩
壊
し
か
ね
な
い
こ

の
問
題
に
対
し
、
生
産
者
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
五
島
の
農
業
に
お
き
ま
し

て
は
、
契
約
等
値
決
め
販
売
に
よ
る
安
定
的
な
取
扱

い
の
拡
大
を
進
め
て
き
た
結
果
、
販
売
高
も
順
調
に

伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

畜
産
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
に
宮
崎
県
で
確
認

さ
れ
た
口
蹄
疫
に
よ
っ
て
危
機
的
不
安
を
抱
く
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、
農
家
や
行
政
、
地
域
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
、
徹
底
し
た
防
疫
対
策
を
行
い
、
無

事
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

子
牛
価
格
も
口
蹄
疫
に
よ
る
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
安
定
的
に
推
移
し
て
お
り
、
本
年

一
月
に
開
催
さ
れ
る
せ
り
市
で
は
過
去
最
多
と
な
る

六
三
七
頭
の
上
場
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
状
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
い
中
、
平
成
二
十
二
年
度
の
農
畜
産
物
取
扱
高
は

過
去
最
高
で
あ
っ
た
昨
年
度
を
上
回
る
三
十
四
・
五

億
円
と
な
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
今
年
四
月
に
合
併
十
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
農
業
と
地
域
社
会
が
と
も
に
支
え
合
い
、

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
次
の

五
つ
の
事
項
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

ご
と
う
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

中

尾

弘

一
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�
組
合
員
所
得
向
上
の
た
め
の
農
業
の
振
興
に
よ
る

元
気
な
地
域
づ
く
り

�
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
（
農
産
物
直

売
事
業
）
へ
の
参
入

�
効
率
的
事
業
運
営
と
活
性
化
を
図
る
た
め
の
組
織

の
再
編
整
備

�
組
合
員
（
利
用
者
）
満
足
度
向
上
の
た
め
の
総
合

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

�
新
人
事
管
理
制
度
の
導
入
に
よ
る
職
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
・
職
場
の
活
性
化

こ
れ
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
Ｊ
Ａ
運
営
の
原
点
で
あ

る
「
組
合
員
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
」
と

い
う
基
本
的
な
使
命
を
果
た
す
た
め
の
重
要
な
態
勢

づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上
地
区
金
融
店
舗
の
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

ま
で
の
支
店
・
出
張
所
規
模
で
は
実
施
が
難
し
い
新

た
な
金
融
商
品
の
提
供
や
暮
ら
し
の
相
談
機
能
な
ど

専
門
的
・
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
職
員
の
複
数
・

集
中
配
置
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
渉
外
担

当
者
が
組
合
員
の
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
く
こ
と
で

従
来
の
窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
Ｊ
Ａ
を
身
近
に

感
じ
て
頂
け
る
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
営
農
振
興
・
生
産
力

の
向
上
に
お
い
て
は
、
今
年
四
月
十
九
日
農
家
の
店

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
予
定
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
農
業
所
得
の
向
上
や
元
気
な
農
業
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
進

め
、生
産
者
自
ら
が
価
格
を
決
め
る
こ
と
で「
作
る
」

「
売
る
」
こ
と
の
喜
び
を
実
感
す
る
場
を
築
い
て
参

り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
皆
様
の
投
票
に

よ
り
、「
産
直
市
場

五
島
が
う
ま
い
」
と
名
称
も

決
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
農
家
の
店
で
あ
る
「
産
直
市
場

五

島
が
う
ま
い
」
の
元
気
が
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
元
気
に
も

つ
な
が
る
よ
う
一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
様
に
出
荷

し
て
頂
き
、
と
も
に
五
島
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
新
た
な
高
菜
加
工
所
を
岐
宿
に
建

設
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
で
も
有
数
の
高
菜
の
産

地
で
あ
る
五
島
の
高
菜
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
農
家
収
入
の
向
上

に
資
す
る
た
め
、
加
工
・
業
務
用
需
要
に
対
応
し
た

野
菜
の
生
産
流
通
の
拡
大
や
利
用
増
進
に
向
け
て
、

生
産
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
十
二
月
か
ら
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

導
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
事
業
利
用
拡

大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
明
確

化
を
図
り
、
組
合
員
加
入
促
進
に
つ
な
げ
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
的
な
事
業
及
び
取

り
組
み
へ
の
理
解
浸
透
を
図
り
、
地
域
に
根
差
し
た

Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
も
農
の
振
興
の
た
め
に
次
代
の
農
業
の
担
い

手
と
農
業
の
理
解
者
を
育
て
、
持
続
的
・
安
定
的
に

生
産
・
消
費
活
動
が
行
え
る
環
境
を
整
え
て
参
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、『
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
も
の
・

主
人
公
は
組
合
員
』
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
今

後
も
「
組
合
員
・
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」

「
改
革
・
改
善
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
」「
地
域
社
会
に

貢
献
し
う
る
Ｊ
Ａ
」
と
な
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
自
己
研
鑽
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
も
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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十
一
月
二
十
二
日
、
家
畜
市
場
で

生
産
者
や
関
係
機
関
の
約
二
三
〇
名

が
参
加
し
、
平
成
二
十
二
年
度
肉
用

牛
生
産
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
平
成
十
八
年
度
に
「
ご

と
う
農
協
繁
殖
雌
牛
増
頭
実
践
計

画
」
を
策
定
し
、
繁
殖
雌
牛
五
、
〇

〇
〇
頭
早
期
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
中
心
に
生
産
者
・
関
係
機

関
が
一
体
と
な
り
、
一
戸
一
頭
増
頭

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
早
期
に
達

成
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
三
日
掲
載
）

十
二
月
一
日
よ
り『
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
』

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
利

用
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
た
Ｊ
Ａ
商
品
券
発
行
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
利
用
メ
リ
ッ
ト

や
満
足
度
の
向
上
に
繋
げ
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
総
合
事
業
を
行
う
Ｊ
Ａ
の
利
用

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
来
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
農
産
物
直
売
所
「
産
直
市
場

五
島

が
う
ま
い
」
へ
の
利
用
者
誘
引
に
も
つ
な
げ

て
い
く
方
針
で
す
。（
日
本
農
業
新
聞
十
二

月
一
日
掲
載
）

事業利用メリットの明確化
と組合員加入促進
―総合ポイント制度スタート―

決決意意新新たたにに
―平成２２年度肉用牛生産振興大会―

２．雌子牛高額販売表彰（平成２１年度）

せり価格
６２３，０００
６０７，０００
６０５，０００
６０３，０００
６０２，０００
５９９，０００
５９７，０００
５８８，０００
５８７，０００
５７７，０００

せり月
２２年３月
２２年１月
２２年３月
２２年１月
２１年９月
２２年１月
２２年３月
２１年７月
２１年９月
２１年１１月

生産者名
橋口 権助
橋本仁一郎
藤田 道則
橋本仁一郎
萩里 次平
入江 稔雄
水戸 定雄
川中弥雄人
北川 富章
佐々野誠市

地区名
山 内
崎 山
本 山
崎 山
三井楽
福 江
本 山
三井楽
本 山
崎 山

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

３．去勢子牛高額販売表彰（平成２１年度）

せり価格
６４８，０００
６３３，０００
６１５，０００
６０２，０００
５９９，０００
５９２，０００
５８７，０００
５８７，０００
５８７，０００
５８５，０００

せり月
２１年５月
２１年１１月
２１年１１月
２２年３月
２２年３月
２１年１１月
２１年９月
２１年９月
２１年９月
２１年１１月

生産者名
堀里 淳一
磯野 敏雄
山田 全
大里 久昭
青山 一美
葛岡 栄
野原 幸一
堀里 淳一
野口 兼幸
大町 清志

地区名
崎 山
本 山
福 江
崎 山
本 山
三井楽
福 江
崎 山
崎 山
岐 宿

順位
１
２
３
４
５
６
７
７
７
１０

４．特別賞（功労賞）

雪 井 春 生 氏

１．増頭者表彰（平成２１年度）

増頭頭数
１１
１０
９
９

生産者名
竹田 昌治
平 康明
岩谷 大吾
橋本 紀恵

地区名
三井楽
富 江
富 江
崎 山

表彰者名簿

順位
１
２
３
３

▲総合ポイント制度スタート

�
平
成
二
十
二
年
度
肉
用
牛

生
産
振
興
大
会
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平
成
二
十
二
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
で
は
約
四
、
二
〇
〇
点
の
ご
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
十
二
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者

の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

第
三
十
五
回
「
ご
は

ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作

文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
ご
と
う
管
内
で
は

作
文
一
一
二
点
、
図
画
五

十
点
、
計
一
六
二
点
の
ご

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
新
上
五

島
町
立
上
郷
小
学
校
五
年

菅

雄
策
く
ん
が
入
選
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

次
回
も
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

十
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
度
契
約
レ
タ

ス
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
契
約
レ
タ
ス
の
栽
培
戸
数
は
七
十
七
戸

で
、
一
、
二
〇
〇
�
の
栽
培
面
積
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
産
は
約
一
〇
〇
万
本
の
苗
を
農
家
へ
配
布
し

て
お
り
、
約
三
五
〇
�
の
出

荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
収
穫
は

出
荷
当
日
に
行
う
な
ど
適
期

収
穫
を
行
う
と
と
も
に
、
病

害
虫
予
防
を
徹
底
す
る
こ
と

で
品
質
・
鮮
度
の
良
い
レ
タ

ス
の
出
荷
を
三
月
上
旬
ま
で

行
う
方
針
で
す
。（
日
本
農
業

新
聞
十
二
月
十
四
日
掲
載
）

たたくくささんんののごご応応募募、、あありりががととううごござざいいままししたた
―平成２２年度 JA共済小・中学生

書道コンクール―
平成２２年度ＪＡ共済小・中学生
書道コンクール入賞者

【半紙の部】

五島市立富江小学校
五島市立福江小学校
五島市立富江小学校
五島市立富江小学校
五島市立富江小学校
新上五島町立青方小学校
新上五島町立上郷小学校
五島市立三井楽中学校

【条幅の部】

五島市立三井楽小学校
五島市立富江小学校
新上五島町立青方小学校
五島市立福江小学校
五島市立福江小学校

深松 柚亜
荒木 美南
池本 勇輝
山崎 香奈
山口 輝
川口 紗奈
古木 愛莉
石田 佳那

甲斐 菜桜
深松 柚亜
山口 颯太
片山 淳
山本 美結

佳作
佳作
佳作
佳作
佳作
佳作
佳作
銅賞

金賞
銅賞
佳作
佳作
佳作

小学校１年
小学校２年
小学校３年
小学校３年
小学校５年
小学校６年
小学校６年
中学校１年

小学校１年
小学校１年
小学校２年
小学校３年
小学校３年

３月上旬まで出荷予定３３月月上上旬旬ままでで出出荷荷予予定定
―契約レタス本格出荷―

▲レタスの出荷

―「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール―

▲平成２２年産契約レタス
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
福
江
支
部
は
十
二

月
四
日
、
女
性
部
加
工
所
で
お
せ
ち
料
理

の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
家
の
光
掲
載
の
料
理
な
ど

を
参
考
に
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
手
づ
く

り
お
せ
ち
料
理
を
部
員
で
作
り
ま
し
た
。

煮
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
豚
肉
の
こ
ぶ
巻
き
、

な
ま
す
入
り
生
春
巻
き
な
ど
計
六
品
を
調

理
し
ま
し
た
。

今
回
は
先
月
の
農
業
ま
つ
り
の
中
で
開

催
し
た
農
産
物
加
工
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
ア

イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
た
「
ブ
ロ
ッ
コ
タ

コ
」
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。（
日
本
農
業

新
聞
十
二
月
十
日
掲
載
）

Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
崎
山
支
部
は
十
二

月
十
日
、
管
内
に
あ
る
五
島
市
立
崎
山
小

学
校
で
う
ど
ん
作
り
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
う
ど
ん
は
六
年
生
二
十
三
名
が
作
り
、

で
き
た
う
ど
ん
を
他
学
年
に
振
る
舞
い
ま

し
た
。

体
験
し
た
児
童
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の

育
て
た
も
の
が
こ
ん
な
に
お
い
し
く
な
っ

て
嬉
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
自
分

た
ち
の
手
で
作
る
喜
び
を
肌
で
感
じ
た
よ

う
で
し
た
。（
日
本
農
業
新
聞
十
二
月
二

十
二
日
掲
載
）

１ ニンジンは皮をむき、５�ほ
どを飾り用に切り分け、輪切
りにして抜き型で抜く。ラッ
プに包み電子レンジで約１分
加熱する。またはゆでる。

２ 残りのニンジンとタマネギは

薄切りにする。型で抜いた残
りのニンジンも使う。

３ ベーコンはみじん切りにする。
４ 鍋にバターを溶かし、２と３
をいためる。タマネギがしん
なりしたら、Ａを加え、煮立
てる。弱火で１５分くらい煮る。
粗熱を取る。

５ ４をミキサーにかけ、滑らか
にする。

６ ５を鍋に戻し、牛乳を入れ、
弱火で沸騰の直前まで温める。
塩、こしょうで味を調える。
器に盛り、飾り用ニンジンを
飾る。

ニンジン ……２本（３００�）
タマネギ １／２個（１００�）
ベーコン………１枚（２０�）
バター……………………１０�
Ａ
湯…カップ２・１／２（５００ml）
スープのもと……小さじ１
ご飯………………大さじ３

牛乳…………………カップ２
塩………………小さじ１／２
こしょう…………………少々

手づくりお正月
―女性部料理講習会―

地域の良さを育てる
―崎山小学校うどん作り―

材 料（４人分）作り方

もう
１品
ニンジンのポタージュ

１人分約１６１kcal

女性部の活動

青年部の活動

料理講習会

うどんの試食会

完成した
おせち料理

ベーコンでうま味、ご飯でとろみをつけます。カボチャ
でも同じように作れます。おもてなしのときなど、前もっ
て作っておくこともできるので便利です。

料理研究家 黛 かおる

崎山小学校６年生と青年部
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今回は、購買事業の推移をご紹介します。
１７年１０月にＪＡグリーン配送センターが新設され、肥料・農薬の配送が始まりました。当用供給
分を除く生産資材を、ＪＡグリーン及び上地区営農センターを拠点とし戸別配送・在庫集約等を
行っています。同様に、ＬＰＧの配送集約等業務の効率化とサービスの向上を図ってきました。
２０年度には原油高騰をはじめ、原材料コストの上昇による農家経営の圧迫に対応するため、営農
用燃料の値引き等支援策に取り組んできました。
生活資材は、各種展示会・イベントを開催し、取扱拡大に努めています。今年は、エコポイント
関連商品の中でも、地デジ対応の液晶テレビが売れ筋商品となり、下期だけで３５０台以上の売上げ
となりました。

本
店川

口

富
士
法

今
年
で
Ｌ
Ａ
四
年
目
を
迎

え
、
年
々
厳
し
い
状
況
下
の

中
、
Ｌ
Ａ
も
苦
戦
し
て
い
ま

す
が
、
３
Ｑ
訪
問
を
基
本
に

新
医
療
共
済
の
推
進
で
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
共
済
も
仕
組
み
改
訂

等
で
複
雑
多
岐
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ

う
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

新
井

芳
巳

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
Ｌ
Ａ
に
着
任
し
て
い
ま

す
。
新
人
Ｌ
Ａ
と
し
て
先
輩

た
ち
に
は
負
け
な
い
様
に
頑

張
っ
て
ま
す
。
僕
の
モ
ッ
ト
ー

は
�
無
我
夢
中
�
で
、
農
協
に

入
組
し
て
か
ら
こ
の
事
は
変

わ
っ
て
ま
せ
ん
。
何
事
も
目
一

杯
に
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第３回
購買事業の推移

ＪＡごとうのあの時と今
～「ＪＡごとう」誕生１０周年記念企画～

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

※自動車は二輪除く
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下地区［１１月２７日（土）・２８日（日）開催］

ＪＡごとうは第１０回農業まつりを上地区・下地区それぞれで開催しました。
イベントでは新鮮な農畜産物の販売はもちろん、今回は漁協による鮮魚の販売も行わました。また、
五島牛・五島豚の試食会や五島牛・五島豚が当たるビンゴ大会など、組合員や地域住民への日頃の感
謝を込めたイベントも多数実施されました。
さらに下地区では直売所の名称の投票も行われ、「産直市場 五島がうまい」に決定しました。
ＪＡではこうしたイベントや直売所を生産者と消費者の交流の場として活用し、地元の食を発信し
ていくとともに、今後も農業振興と経営の健全化を図る方針です。

上地区［１２月５日（日）開催］

ごとう 10



氏 名
西 村 タケノ
平 田 とし子
松 下 敏 子
永 田 友二郎
前 田 昭 一
田 村 マ ン
椿 山 チ ト
近 藤 徳 雄
田 中 松 治
川 端 シゲ子
戸 村 フヂヨ
江 山 シズ子
中 村 守
寺 田 美恵子
永 田 法 明
山 口 マサノ
田 中 松 治
江 山 シズ子
永 田 寛 孝
浦 田 ミヨ子
浦 田 ミヨ子
平 山 スギノ
近 藤 クニ子
田 口 昭 洋
田 口 昭 洋
永 田 勝 子
大 窄 美恵子
吉 村 美知子
長 山 ス マ
竹 村 静 子

品 名
ツ ワ
カ ン コ ロ
イ ン ゲ ン
馬 鈴 薯
白 菜
馬 鈴 薯
馬 鈴 薯
大 根
大 根
生 姜
白 菜
小 ね ぎ
甘 藷
里 い も
里 い も
里 い も
タ マ ネ ギ
人 参
ツ ル ナ
ホウレン草
イ ン ゲ ン
湯で干し大根
梅 干
深 ね ぎ
タ マ ネ ギ
深 ね ぎ
あ ず き
キ ャ ベ ツ
か ぶ
干 し 大 根

賞 名
組 合 長 賞
組 合 長 賞
組 合 長 賞
組 合 長 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
奨 励 賞
五島振興局長賞
町 長 賞

奨励賞（新上五島町）
奨励賞（新上五島町）
奨励賞（新上五島町）
奨励賞（新上五島町）

支 店
富 江
西 部
大 津
西 部
福 江
岐 宿
西 部
岐 宿
福 江
福 江
三井楽
福 江
福 江
福 江

氏 名
野 口 沙 織
木 戸 春 代
片 山 寿賀子
清 川 チエ子
長 尾 チヱ子
田 道 小夜子
黒 川 津弥子
渡 河 つる枝
小 田 オク子
都々木 スミ子
中 村 正 子
小 田 良 枝
野 原 須賀子
小 田 オク子

作 品 名
トマトパン

ピリッとゆず大根
いも大福

ゴーヤまんじゅう
なすのつくだ煮
お茶佃煮

ブロッコリーの枝の酢の物
ブロッコタコ

ゆず風味のかぼちゃドーナツ
生姜のお菓子
ごはんの友

五島豚肉のしぐれ煮
茹干しカンコロのかりんとう
大根のゆず風味べったら漬け

賞 名
金賞
銀賞
銀賞
銅賞
銅賞

アイデア賞
アイデア賞
アイデア賞
奨励賞
奨励賞
奨励賞

五島振興局長賞
五島市長賞

全農長崎県本部長賞

組合長賞

特別賞

第１０回ごとう農業まつり農産物品評会受賞者（上地区）

第１０回ごとう農業まつり農産物加工コンクール受賞者（下地区）
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平成２２年度

支 店
西 部
西 部
三井楽
本 山
富 江
崎 山
富 江
三井楽
富 江
富 江
岐 宿

本 山
三井楽
福 江
三井楽
岐 宿
西 部
三井楽
富 江
富 江
富 江
福 江
福 江
福 江

福 江
崎 山
岐 宿
富 江
富 江
本 山
本 山
西 部
本 山
富 江
福 江
富 江
富 江
本 山
本 山
富 江

氏 名
小 島 利 幸
小 島 利 幸
藤 井 至
山 口 廣 行
川 元 秀 勝
山 下 富 雄
新 井 真 二
安 永 嘉一郎
平 本 健太郎
下 村 勝 馬
樽 角 静 男

川 口 規 一
萩 里 浩 一
馬場崎 静 男
中 村 隆 利
赤 窄 隆
小 島 福 治
竹 山 勧
中 村 隆 一
尾 崎 初 雄
入 口 藤 幸
久 保 忠 志
勝 本 悦 子
中 尾 安のぶ

簗 瀬 博
林 田 久 満
田 尾 源 次
阿 野 さなえ
田 頭 富 夫
大 津 助 雄
日 高 勘 一
出 口 敬 三
平 田 克 範
阿 野 隆 馬
村 上 政 男
出 口 美代子
川 本 静 子
橋 詰 ユミ子
大 津 助 雄
大 島 スミ子

品 種 名
にこまる
フクユタカ
いんげん２号
ニムラ

サルバドーレ
ピクセル
三池ちりめん
えびす
華クイーン
恵沢３０
デジマ

にこまる
フクユタカ
ステイヤー
ニムラ

スピードドーム
いんげん２号
コフキ
華おとめ
恵沢３０
高系１４号

コシヒカリ
コシヒカリ

サルバドーレ

スピードドーム

ニムラ赤花

えびす
えびす
えびす
華クイーン

赤目大吉

品 名
玄米
大豆
いんげん

スナップエンドウ
レタス

ブロッコリー
高菜
南瓜

中玉トマト
胡瓜
馬鈴薯

玄米
大豆
いんげん

スナップエンドウ
ブロッコリー
いんげん
南瓜

中玉トマト
胡瓜
甘藷
大根
玄米
玄米

レタス
リーフレタス
ブロッコリー
カリフラワー
キヌサヤ
白菜
南瓜
南瓜
南瓜

中玉トマト
ピーマン
かぶ
里芋
しょうが
キャベツ
深ねぎ

賞名
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞
金賞

銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞
銀賞

銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞

五島振興局長賞
優秀賞

最優秀賞
五島市長賞
全農県本部長賞
優秀賞

旧 任

部長

次長兼園芸課長

部長
総務課長兼
旅行センター長

共済ＬＡ課
管理金融課（育児休業）
総務課
管理金融課

本店農産園芸部

本店農産園芸部

本店総務部

本店総務部

本店共済部
富江支店
本店総務部
富江支店

氏 名

松下 充

鬼塚 健二

谷川 倉富

嶋里 卓見

近藤 秀二
山戸みなみ
井川 景子
木戸 遥

新 任
専任部長（農産物直売所・
ＪＡファームごとう担当）
部長兼園芸課長

部長兼旅行センター長
総務課長（コンプライアンス
担当）兼内部監査補助

共済ＬＡ課（玉之浦出張所駐在）
管理金融課
総務課兼旅行センター
総務課

本店農産園芸部

本店農産園芸部

本店総務部

本店総務部

本店共済部
富江支店
本店総務部
本店総務部

動異事人
平成２２年１２月１日発令

第１０回ごとう農業まつり農産物品評会受賞者（下地区）
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１

２

３

農業だけでなく、地域経済も崩壊
私たちは、環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）に

日本が参加することに断固反対します。
今、政府内で参加の是非が議論されている環太平洋戦略的経済連携協定(TPP)

は、これまでの経済連携協定（EPA）とは異なり、最終的に関税撤廃を原則として
います。これらにより、日本農業は壊滅し、関連産業や地域の雇用にまで甚大な影
響を与えます。

交渉参加断固阻止
食と農を守る長崎県ＪＡグループ代表者集会

決議
政府は１１月９日、TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）への対応について参加・不参加の判断は先送りしたものの、「関
係国との協議を開始する」とし、１４日のAPEC会議においては議長国として貿易自由化への旗を振り、開国へ前のめりの
姿勢を示している。
関税撤廃の例外措置を認めに TPPに参加すれば、農林水産業の崩壊を招くだけでなく、関連産業を含む地域経済が大打
撃を被ることは必至である。
農林水産省の試算によると農業生産額及び農業の多面的機能等を含め、実質GDPが約７兆９千億円減少し、食料自給率
もカロリーベースで現在の４０％から１４％に低下すると見込まれている。
本県においては県の農業生産額１，３９６億円の３６％にあたる４９７億円の減少額が試算されている。３～４倍ある内外価格差に
耐え得る経営体力のある農家は少ないことから、本県農業が壊滅的な打撃を被る事は必至である。
また、TPP交渉は、農業ばかりでなく、金融、保険、医療などの分野にも影響を与え、国家の安全保障の問題も含め「国
のかたち」が一変してしまう可能性がある。
私たちは、消費者に安全・安心な食料の提供をはじめ、国土保全や安全保障を危機におとしいれ、地域経済に壊滅的打撃
を与えることになる TPPへの参加には反対であり、断じて認めることはできない。

以上決議する。 平成２２年１１月１９日
TPP交渉参加断固阻止 食と農を守る

長崎県ＪＡグループ代表者集会

食料の自給率は大きく減少します。

食料自給率⇒４０％から１４％へ低下
わが国の食卓の９割近くが、海外農畜産物の輸入に依存することになります。

食の安全・安定供給の確保が困難になります。

農業生産額⇒４．１兆円の減少
国産農畜産物の大幅な減少によって、食料の確保が常に農畜産物
輸出国の影響を受け、食料安全保障に不安を抱えます。

農林水産業や地域経済に大きな影響を与えます。
実質国内総生産（GDP） 雇用 農業の多面的機能
７．９兆円の減少 ３４０万人の減少 ３．７兆円の減少

GDPや雇用の減少、自然環境の保全機能喪失など様々な影響を与えます。

TPPの
問題点

TPPの
問題点

TPPの
問題点
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編
集
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記

旅旅行行セセンンタターー
かかららのの
おお知知ららせせ

N Tour 特選
オプショナルツアー
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩ににににににににににににににににに染染染染染染染染染染染染染染染染染まままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるる
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※別途料金が必要です
NHK大河ドラマ「～江
～姫たちの戦国展」と
国宝彦根城・玄宮楽々
園
若狭三方五湖遊覧船と
炭火旅場焼とろばこ料
理
蘇洞門巡り遊覧船と常
高寺
（～江～姫たちの戦国

次女お初の菩提寺）

日本三景天橋立と萬徳
寺庭園
比叡山紅葉祭りと琵琶
湖遊覧船
若狭の国敦賀市内観
光

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
た
く
さ
ん
の
方
に

取
材
に
ご
協
力
頂
き
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
で
き
る
だ
け
多
く

の
組
合
員
さ
ん
に
お
会
い
し
、

組
合
員
さ
ん
が
た
く
さ
ん
掲

載
さ
れ
る
楽
し
い
広
報
誌
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
先
日
、
長
崎
で
開

催
さ
れ
た
「
み
ん
な
の
食
と

農
業
を
考
え
る
つ
ど
い
」
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
約
四
〇
〇
名

が
参
加
し
、
食
農
教
育
活
動

の
発
表
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
、
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ

と
」普

段
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

も
せ
ず
に
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

「
食
」
の
大
切
さ
、
そ
し
て
そ

の
原
点
で
あ
る
「
農
業
」
の
大

切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
の
生
活
に
も
今
回
感

じ
た
こ
と
を
活
か
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
広
報

担
当
と
し
て
、
よ
り
一
層
「
農

業
」
や
「
食
」
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
、
広
報
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
田
上

幸
菜
）
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